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1. はじめに  
	 思い出は日々蓄積されている。デジタルカメラやカメラ

付き携帯電話の普及に伴って、個人の日常的な経験をカメ

ラで記録することが簡便となり、従来とは比べ物にならな

いほど多くの写真が記録されるようになってきた。このよ

うな傾向を受けて、野島は思い出の品の管理の重要性を主

張し、思い出の品を整理・管理する思い出工学を提唱した

[1]。これは写真などの大量の思い出の品を効率的・効果
的に管理・保存・活用する工学的な支援枠組みの構築を目

的としている。 
 

2. 研究動向  
	 今回日本で起こった東日本大震災では、被災者にとって

非常にかけがえのない思い出の品を、津波、火災、家屋倒

壊により失った。ここで思い出の品と呼ぶものには、かけ

がえのない家族、生まれ育った家屋、子供の頃に遊んだ町

並み、慣れ親しんだ近所の人達や友人などの環境や、それ

らを記録した日記、写真、アルバム、ビデオなどを含む。

このような思い出の品をなくした被災者は、一般的に精神

的な立ち直りに時間を要すると言われている。その原因と

して、今まで積み重ねてきた時間を思い出の品という形で

残していたのに、それらを失ったことへの喪失感と、思い

出の品を無くすことによって自己の基盤となる思い出を

想起できなくなることへの恐れがあると考えられる[2]。
災害や事故でそのような自己の基礎が失われた場合、多く

の人は茫然自失の状態となり、新たな生活を始められなく

なる。新たな生活を始めるためには、確固たる自己の基盤

が必要であり、そのためには、できるだけ早く過去の自分、

楽しく生活していた頃の自分を取り戻す（思い出す）こと

が必要であり、重要である[3]。 
東日本大震災では、このような思いでの品の重要性を社

会が認識し、ボランティア団体である”思い出探し隊”が結
成されている[4]。これは、津波の被害が大きかった地域
で、瓦礫の中からアルバムや記念品などを探すボランティ

ア活動である。同様な活動として、IT 企業も参加してい
る”フォトサルベージの輪”が、がれきの中から探し出した
写真をデジタル化して補修し、持ち主に返したり、探す活

動を行っている[5]。これらの活動に対して、被災者から
「写真１枚でも返ってくることで少しでも頑張ろうと思

える」という意見が多くあがっている。このことは思い出

の品が被災者にとって非常に重要な役割を果たすことを

示している。 
本研究では、思い出の品を失った被災者を支援するため、

失くした思い出の品に代わる刺激を用いた想起支援を行

い、思い出を取り戻すためのシステムを構想する。本稿で 

 
 

 
 
 
 

は特に、音や香りによる思い出想起や類似の経験を持つ他

者との思い出コミュニケーション支援に焦点を当てたシ

ステムの提案を行う。 
 

3. 関連研究  
	 仲谷[3]は被災者の方を対象として、思い出の再構築を
支援するための枠組みを提案している。そこでは思い出を

思い出すきっかけとなるトリガーを提示していて、時間情

報、場所、出来事、個人等の名称、感覚などをあげている。

思い出を想起してもらうには、想起するきっかけとなるト

リガーの働きが非常に重要となる。したがって、トリガー

と思い出に強い結びつきが必要とされる。 
	 思い出工学の研究では、思い出想起のきっかけとなるト

リガーとして、主に本人所有の写真が使用されている[6]。
写真は視覚的イメージで訴えられるので、思い出想起やコ

ミュニケーション支援に有効であるが、今回の対象である

被災者は写真自体を無くしてしまっている場合が多いの

で有効的な方法ではない。 
	 一方で、音楽は流行歌など誰にでも共通した楽曲が非常

に多いので他者と共有し易い。それに加えて、音と記憶は

密接な関係があるので、思い出を想起し易い。また、香り

は記憶内容の想起を促す性質を持っており、特に長期記憶

に対して最も有効的な手法だと言われている。 
 

4. システムの概要  
4.1	 思い出想起支援  
4.1.1  ハミングの自動採譜  
我々はハミングの際に、無意識的に思い出を想起してい

る可能性が高い。その際に、ハミングしている曲名など楽

曲に付随する情報を提供できれば、思い出の想起を意識化

して促すことができるはずである。 
	 本研究ではハミングの曲名判定用に、Melodis 社が提供
している midomiの iPhoneアプリ[7]を使用する。このアプ
リでは、自動採譜した歌の曲名や歌手名を提供できる。こ

れらに加えて、歌の流行した時代などがトリガーとなり、

関連する思い出の想起を連鎖的に促すことが期待できる。 
 

4.1.2	 リズムの自動検出  
	 我々は何気ない行動の最中に、規則的にリズムを刻む傾

向がある。その際に、そのリズムと似ている楽曲を歌った

り、頭の中で流れたりする経験は少なくない。また、音楽

を聴くとなぜか懐かしく感じて思い出が想起され易いの

は、音楽と記憶に密接な関係があるからである[3]。した
がって、掃除や料理など何気ない行動のリズムを自動的に

検知し、そのリズムに合った楽曲を提供することで、思い

出の想起を促すことができるはずである。 
本研究では、リズムの自動検出に加速度センサを用いる。

その後、該当する楽曲をユーザに提供する。 
 

4.1.3    ユーザの嗜好を考慮した香り推薦  
	 システムからユーザに適した香りを出すことが、思い出
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の想起やコミュニケーションの効果的促進を期待できる。

ユーザの嗜好を分析する方法には形態素解析を用いる。本

システムの形態素解析では、食べ物に関する話題が人々の

話題に上りやすく、また思い出の香りの多くが食べ物に関

するものであることから、まず文章から名詞を抽出し、そ

の中から食べ物に関する単語を見つけ出す。そして、それ

らの単語の中でも特に出現頻度の高い（好まれる）単語や

そのユーザがすでに登録している思い出の中に出てくる

単語を抽出する。 
	 本研究では、香りを生成する際に株式会社ミラプロ社が

開発したアロマジュール[8]を使用する（図１参照）。この
装置は最大 6種類の好みの精油、香料を一定の混合比率で
調合することによって、香りの強さ・弱さを含めた調香を

することが可能である。オリジナルな香りも簡単にブレン

ドできる。また、香りレシピを電子データとして保存でき、

いつでも呼び出して再現することが可能である。 

 
図１ アロマジュールの仕組み 

 
4.2思い出管理支援  
4.2.1	 メタデータの付加  
	 本研究では、楽曲や香りを思い出想起のトリガーとして

扱う。思い出に含まれている情報で最も重要な情報は体験

した内容であるが、体験した時代や場所もまた重要である。

そこで、楽曲を聞いたときや香りを嗅いだときに連想され

る時代や場所などのメタデータを明らかにすることが、思

い出の想起や管理に効果的と考えられる。本研究では楽曲

の分類に「Folksonomy」という分類法を使う。「Folksonomy」
とは、ユーザが自由に定義したタグを使用することによっ

て、階層という概念を使わずデータを分類する方法である

[9]。本研究では twitter のハッシュタグを利用して分類す
る[10]。Yahoo!が提供するキーフレーズ抽出Web APIを活
用して、思い出内容であるつぶやきから自動的にメタデー

タとなりうるキーフレーズを抽出する[11]。これによって、
タグを用いて思い出を容易に管理できる。 
 
4.3  思い出コミュニケーション支援  
4.3.1	 協調フィルタリングによる楽曲推薦  
	 ユーザに嗜好の似た他のユーザの好む楽曲や香りを推

薦することによって、思い出の想起を効果的に促すことが

期待できる。本研究では「協調フィルタリング」という手

法を使って楽曲や香りを推薦する。「協調フィルタリング」

とは、膨大な情報の中から各ユーザが好みそうな情報を推

薦する手法である[12]。 
本研究ではシステムは、ユーザと同じような楽曲や香り

をトリガーとして使用している他のユーザの好む楽曲や

香りは、当該ユーザにとってもトリガーと成り得る楽曲や

香りである可能性が高いという考え方に基づいて、推薦を

行う。ユーザ間の類似度の計算には、Ringo[13]で用いられ
たピアソン積率相関係数を使用した。 

また、似たようなハッシュタグを使用しているユーザ同

士を集めた環境を用意することによって、思い出コミュニ

ケーションの円滑な支援を試みる。 
 

4.4	 システムの実装  
	 本システムは、主に先に述べた機能を活用して、思い出

想起・管理・コミュニケーション支援を行う。本システム

は日常生活の中で容易に使えるよう、ポータブルデバイス

で使用できることが必要である。そこで iPhone アプリと
して構築した。システムの実装には、iPhoneアプリケーシ
ョンに Objective-C、Google App Engineに phpを用いた。
また、twitterとの連携を前提としている。本システムの概
要図を図 3に記載する。 
 

 
図 3	 システムの概要 

 
6.	 おわりに  

	 現在本システムを使用して、思い出想起支援の実験を行

っている。楽曲や香りを用いて、有効的に思い出を想起さ

せれるか、またその結果を基に思い出コミュニケーション

を支援できるかを考察する予定である。 
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